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若杉 明 会長
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研修会の様子（会議室） 庭には紅葉と雪が混在 2016 年度研修参加者

ビンゴゲームでのプレゼント交換！お酒も入り、楽しいひと時です。

カ
ン
パ
ー
イ
！
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【
内
藤
潮
南
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

元
東
京
支
部
長
・
関
東
支
会
長
、
台
東
区
俳
句
人
連
盟
副
会
長
、

連
盟
所
属
「
和
の
会
」
会
長
、
中
央
大
学
中
央
俳
句
副
会
長
、

俳
人
協
会
会
員
、
台
東
区
教
育
委
員
会
「
俳
句
講
座
」
講
師
。

俳壇
◆ 

照
屋 

雨
鵬
　
先
生

　
初
詣
で
大
き
な
こ
ぶ
し
に
小
さ
き
手

佳
く
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。「
大
き
な
こ
ぶ

し
に
小
さ
き
手
」
に
情
景
が
見
え
ま
す
。

　
童
ら
の
囲
み
賑
や
く
寿
命
独
楽
　
　

「
賑
や
ふ
」
で
如
何
で
し
ょ
う
。
寿
命
独
楽

は
、
神
奈
川
県
の
独
楽
遊
び
（
大
山
こ
ま
）

と
聞
き
ま
し
た
地
域
表
現
が
良
い
で
す
。

◆ 

山
田
洋
子
　
先
生

　
初
春
に
升
で
屠
蘇
の
む
幸
せ
か
な

下
五
は
「
幸
（
さ
ち
）
が
あ
り
」
で
は
ど

う
で
し
ょ
う
。「
初
春
」
と
「
屠
蘇
」
が
季

重
ね
に
な
り
ま
す
。

「
初
春
や
交
は
す
盃
幸
祈
り
」
で
は
。

ベ
ッ
ト
の
兄
こ
の
初
晴
れ
が
目
に
あ
り
や

「
ベ
ッ
ト
」
は
「
病
床
」
に
し
ま
す
。
お
兄

さ
ん
も
良
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
事
と
思

い
ま
す
。

◆ 

平
田
沙
織
　
先
生

　
初
詣
一
枝
強
く
夜
の
雪

新
年
の
心
が
洗
わ
れ
る
気
持
ち
が
表
現
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
冬
は
る
る
犬
の
欠
伸
に
う
と
う
と
と

「
冬
は
る
る
」
は
「
冬
晴
る
る
」
に
冬
晴
れ

の
暖
か
い
日
、
気
持
ち
が
良
く
な
り
ま
す
。

◆ 

宮
原
　
汎
　
先
生

　
夜
明
け
前
着
物
が
ち
ら
ほ
ら
初
参
り

「
着
物
が
ち
ら
ほ
ら
」
は
「
和
服
の
増
へ
し
」

で
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
浅
草
は
和
服
姿
の

他
国
人
が
増
え
ま
し
た
。

　
め
で
た
さ
を
家
族
で
祝
う
雑
煮
餅

良
く
詠
め
て
い
ま
す
。「
祝
う
」
は
「
祝
ふ
」

に
な
り
ま
す
。

◆ 

石
井
　
渙
　
先
生

　
深
々
と
凍
て
る
冷
気
に
柿
一
つ
「
冷
気

に
」を「
冷
気
や
」で
ど
う
で
し
ょ
う
。「
や
」

で
句
が
締
ま
り
ま
す
。

　
元
朝
の
蒼
空
に
照
る
木
守
り
柿

「
木
守
り
柿
」
が
「
秋
」
の
季
語
に
な
り

ま
す
。「
吊
る
し
柿
」で
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

◆ 

山
田
宏
昌
　
先
生

　
英
米
に
や
き
も
き
し
つ
つ
去
年
今
年

北
の
危
険
、
そ
の
他
国
際
問
題
で
心
配
事

が
増
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
年
玉
に
認
知
の
母
の
笑
顔
か
な

私
も
考
え
る
歳
に
な
り
ま
し
た
。
予
防
の

為
に
は
「
俳
句
」
も
良
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

◆ 
石
原
愛
子
　
先
生

　
百
羽
来
て
百
枝
に
遊
ぶ
初
雀

良
く
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。
百
枝
・
百
雀
等

何
処
か
で
使
わ
せ
て
頂
き
た
い
で
す
。

　
香
り
満
つ
丘
の
日
溜
ま
り
蝋
梅
花

丘
の
「
日
溜
ま
り
」
が
効
い
て
い
ま
す
。

季
題
「
新
年
」

内
藤 

潮
南

編集後記
い し は ら　あ い こ

　　

　先日、ある飲食店で朝日酒造の蔵元が新潟

からお越しになり、お酒の新商品のお披露

目がありました。「久保田　純米大吟醸」を

始め「洗心」、「久保田 碧壽」「参乃越州」な

ど朝日酒造のラインナップを堪能しました。

その時に蔵元より右の言葉を紹介され、大

変印象深い内容のものでしたのでご紹介し

ます。

しんみ　は　ただ　これ　たん　なり

しじん　は　ただ　これ　つね　なり

中国の明代の書物「菜根譚」（著：洪自誠）

の一節。本当の味わいはあっさりしたものの

中にあり、立派な人は平凡そのもののよう

な人の中にいる、の意味だそうです。朝日

酒造の先代会長のお好きな言葉で、酒も人

もかくあるべし、と社内報にも「真味」と

名づけられているようです。お酒を通じて

人間力を感じられるとは、お酒はやめられ

ませんね。平田沙織先生が新潟の大学に在

職中に酒蔵見学をしたいものです。

　本年度の「はばたき」の発行が、編集人

の都合により遅れましたことお詫び申し上

げます。m(__)m 今回は合併号としてお届け

いたします。　　　　　　　　（石原愛子）


